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専修学校教育の ・ を る に な教
研修 2021

の の
の
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の
研修で 、 を する に ット 能
を用い す。

のQ R で、L i v e Q に く い。

Q R
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時間目

非認知能力の観点から の
を る の トと
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目の構成

． に

２．本日の目的・目標・構成

．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にし
ていく

．教育 に非認知能力の観点を活かしていく

． 的 の に非認知能力の観点を活かしていく
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． に

〇
3 「 専門 を通 専修学校

の ・ の 」

〇
「専修学校教 の ・ を る に

な教 研修 」

〇
専門学校教育研
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． に

※ 日の の とな す
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． に

の
研修を るに て…

「専門学校教育の 強み と 」

この いに、 な なら う すか

※ 3 と すので、L i v e Q に く い。
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の の
の

な リ ・ 非
な学 ・

的 の
・ の
しい の

・ の
を目的とし 教育・学

を通し とし 教育・学

の
リ ト教育・成 の学 し 学 教育

教育 とくに リ ト

の

9

． に
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． に

の 的 の
的に メ すいのが…
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． に

の の の

で、 メ にくいものとして…

的

の

専門学校 が 得し、教 も していること。
な でも が 、専門学校ならで の「強

み」とな ている。

の
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の

12

の

の 、
の な を し
する。

の

を し いのか、
の の の うな を み し
いのか。 認識。

的

の うな に
が るのか、 の うな

ットを らうのか。

・ の

の き い 、 、
成、 の 活 リ
な 。

で と る 通し 観、 なる 観。
そ らを て、 な の 観を 成していくことで、
として ていくことができる。

． に
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の の

の 2 0 17

． に
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の

専門学校で て、 きている が
る です

校 で てこなか
の も、「 」とし

て してく て に

が し でき ・ で学ぶことの
な を認 る学

14

． に
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教育としての「強み」を 的にもつ専門学校

しかしながら、 的な理解が が 。
「専門学校 て か している メ が す 。」
「専門的な そう 、 用が かないので 。」

学校教 の と 、理解していない。
専門学校教 も 確に できていないことが
い。

→

． に
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の目的・目標・
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２．本日の目的・目標・構成

の目的
〇 の
「強み」を し教育 に していく

・「強み」としての非認知能力の 成に 目
・教育の 点となる の に 点

〇 の目的
研修 で、 の と非認知能力の
の認識、なら に、そ らの 的な を

につ ることを目的とする。
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２．本日の目的・目標・構成

の
1 目 60

の の

2 目 110

の
の

の ・ ・
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２．本日の目的・目標・構成

1時間目の目的・目標
〇目的
研修を通して、非認知能力を活用していくこと、

学ぶことを、納得してもらうことを目的とする。

〇目標
・非認知能力についての基本的な知識を得る。

・専門学校教育の「強み」を非認知能力の観点か
ら明確にしていくことができること、そのメリッ
トを理解する。
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の
の
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．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

で 、非認知能力の基本的な知識を な
がら、そうし 観点で専門学校教育 、そこで成
していく学 を ていくことの を

ていき し う。

3 の
・非認知能力と
・非認知能力の観点から能力・成 の を
するということ

・ここ での と
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．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

の の

・2010 から、教育 に いて 目を ている
・ な に する の「 しい能力」の
・「学力」な の認知能力に する として 目 てる
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日本生涯学習総合研究所「『非認知能力』の概念に関する考察」から図を引用

非認知能力＝新しい能力

認知能力＝従来型の学力

基 学力 基 的な知識・ 能、専門知識な の す
い・ し すい能力を認知能力

なかなか しにくい・ にくいが で
てい 、 の の で ていく能力

．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

※な 、非認知能力の の で、 に し もの も す。
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※日本生涯学習総合研究所「『非認知能力』の概念に関する考察」から図を引用

の

．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく
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．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

の
で 、非認知能力の観点を用いると、 の うな
メリットが るのでし うか

の

こ が、 のメリット。
いくつかの点について ていき し う。

に いて な能力の を明確
専門学校 の成 に る の

な学 の ・ の

32



．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

の

２の うな 識しにくい能力を明確 できる
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．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

の の

の 理
理の知識

能力
く力

く力
能力

・
理能力・
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．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

の ・ の
A
・ ・ が く
・ 識に てリ ッ も る
・ 理能力もし か している

B
・ の 能力が い
・ と 力が る
・ 理能力に

C
・ の 能力が い
・ も くて 目
・ 力 に が る
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．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

いかがでし うか

・非認知能力と
・非認知能力の観点を用いることで、専門学校教
育が する能力の が できる。

の点について3 で 明してき し 。
「納得し 」 「 、 か にくい」という
点 ると い す。

理解を 、 の に、ここ での
と を、LiveQに てく い 3
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の
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．教育 に非認知能力の観点を活かしていく

の の

非認知能力の観点を用いることで…

の

〇3 の

〇 ・ の

することのメリットと

4
5 的 の
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．教育 に非認知能力の観点を活かしていく

の の
非認知能力の観点で、専門学校に る な能
力を することを通して、教育 として、

が でき す。

〇 の ・ の 2 目に い す

〇 の

〇 の目標 の

〇 の
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．教育 に非認知能力の観点を活かしていく

の 的 ・
教育 を ることのメリットと

A

非認知能力を用いることで、学
として 成し い が
的にな 、教 でも が

なくな し

B

が明確 するので、教育
成 でも、 ・

と、 とする ・能力
について な ができ す。

・CG C

での 目標で、専門的
の能力を すことがで

き、教 ・学 ともに 識 で
き と い す。

D
「 が かに
な 」、「 理能力が
つい 」な 学 の学 を
的に することができる

うにな し 。

的な を につ 、 に活かしていく
40



的 の
の

41



． 的 の に非認知能力の観点を活かしていく

的 の の
非認知能力の観点で、専門学校に る な能
力を することを通して、 的 の
として、 が でき す。

〇 の ・ の の
・ 得 の成 を できる。
・学 の「強み」を 校 に できる。

〇 ・ の
・ 教育 の に いて、 、「 が
う成 できるのか」が な ト。
・ の成 メ が か すくなる。

42



． 的 の に非認知能力の観点を活かしていく

的 の の 的
非認知能力の観点で を活用すると…

K学 の
非認知能力の観点での 識 を 。 学 点と
点での 、 との を うことで…。

2 の教育を通 ての成 を に基 き
でのK学 の成 を に基 き

「K学 学 で 力の が強み 」
「 でK学 の 力 い 」

な の が 能に

を知 て、 的 を ていく
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1 目の と

いかがでし うか
非認知能力の観点を用いることで

・教育 に活かすことができる
・ 的 の につながる

の点について ・ で 明してき し 。
「納得し 」 「 、 か にくい」という
点 ると い す。

理解を 、 の に、ここ での
と を、LiveQに てく い 3
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1時間目
10 間の の 2時間目
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2
非認知能力の

1
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2 の

2

に

する から非認知能力を する の

学 する非認知能力の の
を知る を

非認知能力の に関する

の

の に る の

49



に

学 学 す「 」
すか

3
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に

学 の「 」 「 する 」
る

ら

具体的な言葉として表現しにくい！

4

51



に

する

学 の

の 習

して な
て い し くな

5

52



2 の
学 する を

の非認知能力の をする の に
する

学 する非認知能力の
の を る に る

を 非認知能力を
する の を に ら る に る

6
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する から非認知能力
を する の

7
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DP

学 の

に
DP

8
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の目 の

の

・・・

言 し ていないと
に ない！

DP 学 す 合
す 力 学

9
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の目

の の
の の

の 目
・・・
の

と

！

学 す 非認知能力
る …

10

57



非認知能力

な となく
てい な

な てい
と く言 ない

な

に ていないと
と にくい

11
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本学 「 」力を に るの
の 「 」力の に る

「 力」を する の 「 力」
の を に を

と
と

に に ！
12
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非認知能力 か
• 「 」を の

学 の に「知 」 「 」の

学 の の「非認知能力」
を生か 13
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学 する非認知能力の
の を知る

を

14

61



と し
な

学 非認知能力の

非認知能力を 力
力に

非認知能力の 図を

本日の する

15

62



の概
学 学 に を

学 を する の
の の を

を 非認知能力を をする
の を

して
てい く

16

63



OIC

「 をか にする力」に る非認知能力を

表現

の に
い に を学 に

学 る
「 をか にする力」の の を かに するか

17

64



非認知能力の の

• 的
の ら る の非認知能力
力 の る

の る を する

• 的
に ら に る に 非認知能力
力 の る の

に る に 非認知能力 に る に
非認知能力 に する の の の

を る のかを する 能
18

65



的
・ の となる
・ の い いていることを する

的
・ としての の い

的
・ の い にいかに の の に るか
・ の との のなかで る をいかに すか

的
・ としての の観

的
・ 、 認識、 が ら るなかで う き ・

的
・ としての、 目標に か て をする

的
・ に と 的な き ができるか うか。 ・

的
・ を る、 、 ト 日

的
・ ことを と るか うか

に と
OIC

19

66



的 として 表現

能力 の「 察力」

能力 の「 」「 」

力 の
「 」「 」「 」「 力」「 察力」

用

基

に
OIC

20

67



非認知能力を する の

学 の を る DP の
に 能に る

学生に の の力を に
るか す る

学生 の力を に る のか
を す る

21
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学生に の

く

A B C

に と
くな ！

と て
くな ！

22

時 の の 的
の の

69



YIC YIC

し 3 に

表現
く

の に
し 3 を学 に

学 る
の 力を に ら「 ら 3 」

の るか

23
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非認知能力の

• 的
の ら る の非認知能力

• 力
の らの 力を する る力

を に する力

• 的
に ら に る に 非認知能力

力
の を に る る力

24

71



的
の ッ な らの 力を することができる力
が を、 に する力

・ 的
の な を に ることができる力

的
の をし か リ し う で、 の ていることを な

く る力、 なくこ らの を る力。
的

・ の をし か くことができる力

的
・ の を観 していく力。 観的に を 、 のないことに し
て で を していく力。
・ のしている を て、 る に が ら るかを 、
する力。

的
・ の目 ・

的
の 点を ときに に 、 していくことができる。

しながら、 の も ていく力。
的

・ の に に う力。

に
と YIC

25

72



的 として
表現

的 として
く

「 」「 力」「 」「 能力」

に
YIC

基

用

26

73



学 する に る非認知能力の
図を する の の

27

に してい
に してい な し くな
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A B C

力

力

能力

能力
力

力

学 する非認知能
力を に

の力を る
か の図の に る

28

学 する に る非認知能力の 図を
する の の

に て ！

75



の
する非認知能力を する

学 非認知能力の

非認知能力を 力
力に

非認知能力の 図を

29

76



非認知能力の に関
する

3 0

77



の
• 学 する非認知能力を

を
に する を 学 する非認
知能力 かに 学 る

に る

3 1
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し

学 非認知能力の

非認知能力を 力
力に

非認知能力の 図を

の
の能力

に

3 2
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の
を 20

非認知能力の を 20

1
1

非認知能力

1 1
16の の図
OIC,YICの非認知能力 YIC

3 3

80



に し し

学 る非認知能力を

考 日本生涯学習総合研究所 る16の非認知能力

の 非認知能力を

非認知能力 る に
を

3 4

81



の 学

学 する非認知能力

る非認知能力

非認知能力 る
ら る 引

3 5
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とに
表 し し

の に 非認知能力 を

を

3 6
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的

的

表

37

84



してい 16

38

85



39

86



現 YIC
的

る で 、Instagram 1000 とい
を リ していないと できないとこ も る。3

目の なら、 力も ら る。

「 し ら 3 目」に ら ること・・・
の する をし か リ ・

リ し、そのう で 、 に とし
て る が る。 リ 力が い
ということ 、 が いということ。

• のしている を て、 る に が
ら るかを 、 する力。

の に に することが ら る。
、 の を に る

4 0

87



の
非認知能力の に

4 1

88



に
と

• する能力 の の
非認知能力 の

に る の
学生の 学 の能力 に かの

の
学生の に 能力 能

の 習に る学 の する能力
る能力のす 合 に

4 2
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令和3年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」
（２）教職員の資質能力向上の推進①効果的な教育成果②教職員研修プログラムの構築

学習評価（非認知能力）研修プログラム
令和4年3月

一般社団法人 全国専門学校教育研究会
〒107-0062 東京都港区南青山2-2-15 ウイン青山1403

●本書の内容を無断で転記、掲載することは禁じます。




